
活動名：さいとう医院杯フットサル大会U1０ 

日 程：令和６年２月１０日（土）  

会 場：小野町町民体育館 

参 加：4年生 ９名 

帯 同：佐藤コーチ 

サポート：貝和コーチ 

 

結果 （８チーム中5位） 

予選リーグ 

   VS ひらたFC １－２ ● 

VS リガーズFC  ３－４ ● 

VS 芳賀SSS ３－１ ○ 

3位・4位リーグ 

VS 富田東SSS 0－１ ● 

VS 芳賀SSS ２－１ ○ 

VS 常葉SSS ６－１ ○ 

 

報告 

２月１０日小野SSSさんによりますさいとう医院杯フットサル大会が行われました。

毎年参加させていただいておりますが、非常に素晴らしい大会で、今年につきまして

は1日開催の中で、充実した試合を行うことができました。小野SSSの代表の木内さ

ん、平川監督、小野SSSのみなさんありがとうございました。 

 

予選リーグの第一試合から接戦を繰り広げ、一進一退の試合ばかりでしたが、もう一

歩というところで勝利できなかったところはこれからの課題です。 

 

良かったこと 

○今までは攻撃に課題があると感じていました。なかなか、ゴール前までボールを運

ぶことができないところがありました。しかし、相手選手との球際で勝つ場面も多く

作ることができ、何度となくゴール前まで侵入して得点チャンスを作ることができま

した。また、果敢にゴールを狙う姿勢もあり、見ていてもドキドキするようなプレー

がでていました。 

 

○ボールを持っていないときの動きが良くなってきました。以前はボールを持ってい

ないときに、何をしたらよいかわからなかったのもあったと思いますが、ポジション

が悪かったり、離れすぎてしまったり、予測ができなかったりという感じでした。し



かし、ボールを持っている選手に関わることができるようになってきたり、相手チー

ムのボールの時も、すぐに奪えるようなポジションをとることができていました。 

 

課題 

○プレーの精度をあげることです。日々の練習の積み重ねが大切です。動きができて

きているので、それに合わせてボールのコントロールやキックの精度、そして運び方

などをさらにできるようになると、もっと得点に結びつけることができるかと思いま

す。 

○走り切る力をつけることです。試合を重ねていき、だんだん足が重たくなってきた

と感じる場面が多くなりました。最後まで走れる力をつけることは、学年が上がるご

とに必要になってきます。疲れてきているときも、気持ちで負けずに動くことで、走

る力もついてくるかと思います。そして、練習中も意識して走れる選手になりましょ

う。 

 

最後にご父兄のみなさまには寒い中一日応援ありがとうございました。4年生のみん

なも試合のたびに大きく成長してきていると感じております。今年度の試合もあとわ

ずかですが、これからも応援どうぞよろしくお願いいたします。 

 

                               コーチ 佐藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


